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[目的と背景] 
 我々の研究室では現在、固体水素を媒質とした電磁誘導透過（EIT : 
Electromagnetically Induced Transparency）の実現を目標として研究を行なってい
る。注目するのは、固体パラ水素中に微量に存在するオルソ水素の核スピン副準
位間の遷移であり、また振動励起準位を経由するラムダ型のラマン遷移である。
この振動励起準位に共鳴する波数は4146.5621cm-1（＝2411.6364nm）である。ゆ
えに波長がこの近傍で高精度に制御できる単一周波数で波長可変なレーザー光源
が必要不可欠であり、PPLN(Periodically Poled Lithium Niobate)を非線形媒質とす
るOPOレーザーを開発した。そして、本研究ではさらにこのレーザーを用いて磁
場中のオルソ水素の吸収スペクトルの測定を行った。  
[内容] 
 ポンプ光としては波長1.064µmのcwのNd:YAG MISERを用いた。共振器は1µm
のポンプ光と1.9µmのシグナル光の二つの光が共振する二重共鳴方式をとってお
り、2.4µmのアイドラー光のみが共振器から出力される。また共振器の安定化の
ためにはPound-Drever-Hall法を用い、共振器長をポンプ光の発振周波数にロック
している。波長同調にはPPLNの分極の反転周期、結晶温度とエタロンの傾き、
YAG結晶の温度を用い、また波長掃引はポンプ光の波長を掃引することによって
行った。  
[結果] 
 4146.5621cm-1の近傍にて出力として片側50mW、波長の連続掃引幅としては最
大0.03cm-1、典型的には0.01cm-1のレーザーを開発した。  
 次にこのレーザーを磁場中のオルソ水素に入射して、その吸収スペクトルを測
定した。結晶の長さは１cmであり、吸収率は20～50％であった。レーザーの入射
位置によって異なる結果が得られ、複数のピークが得られることもあった。これ
は結晶の不均一性によるものと考えられる。吸収の線幅は狭いもので半値全幅が
３MHzのものも得られた。また、磁場による効果は特に見ることはできなかった。
 
図：OPOレーザーの構成図  
 
